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豊
太
郎

令
和
5
年

　
　
新
春
の
ご
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
令
和
5
年
の
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
、
野
村
農
相
は「
こ
れ
か
ら
の

20
年
の
日
本
の
農
業
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
大
き
な
岐
路
で
あ
る
」、「
食
料
・

農
業
を
め
ぐ
る
諸
課
題
は
、
国
民
全
体

の
問
題
だ
」と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
私

は
、
今
後
重
要
と
な
る
農
政
の
課
題
は

次
の
2
つ
の
基
本
政
策
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

の
見
直
し
で
あ
り
ま
す
。
1
9
9
9
年

に
制
定
さ
れ
た
こ
の
基
本
法
で
は
、
①

食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
②
農
業
の
持

つ
多
面
的
機
能
の
維
持
③
農
業
の
持
続

的
発
展
④
農
村
の
振
興
、
を
政
策
の
基

本
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
在
、
農
業
者
の
減
少
、
高

齢
化
が
進
み
、
食
料
自
給
率
も
先
進
国

の
中
で
最
低
を
推
移
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
2
0
2
0
年
春
以
降
、
新
型
コ
ロ

ナ
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど

に
よ
り
、
食
料
だ
け
で
な
く
、
肥
料
や

飼
料
な
ど
生
産
資
材
の
多
く
を
海
外
に

依
存
し
て
い
る
現
実
が
浮
き
彫
り
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
新
た
な
基
本
法
で
は
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
多
様
な
人

材
が
農
村
で
生
活
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
自
給
率
向
上
の
目
標

自
体
の
検
討
な
ど
、
国
民
全
体
の
理
解

を
得
る
議
論
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

次
に
、
農
業
の
環
境
負
荷
軽
減
を
目

指
す「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。
2
0
5
0

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
実

質
ゼ
ロ
化
、
化
学
農
薬
の
半
減
や
化
学

肥
料
の
3
割
減
、
有
機
農
業
を
全
農
地

の
25
％
に
拡
大
と
い
っ
た
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
戦
略
を
推
進
す
る
新

法「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
」に

は
、
短
期
的
な
目
標
に
よ
っ
て
戦
略
に

よ
り
具
体
性
や
現
実
感
を
持
た
せ
、
農

業
者
ら
の
理
解
を
得
て
着
実
に
推
進
し

た
い
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　

只
今
述
べ
ま
し
た
2
つ
の
農
政
の
基

本
政
策
は
、
い
ず
れ
我
々
が
現
実
に
取

り
組
ん
で
い
る
農
業
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
N
O
S
A
I
事
業
の
中
で

取
り
組
ん
で
い
る
収
入
保
険
事
業
に
お

い
て
、
自
然
災
害
や
価
格
下
落
等
の

様
々
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
農
業
経
営
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機
能

の
重
要
性
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
共
済
組
合
と
し
て
、
農
業
者

が
安
心
し
て
農
業
を
営
め
る
よ
う
一
層

加
入
促
進
に
努
め
、
農
業
保
険
に
対
す

る
期
待
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
農
業
共
済
と
収
入
保
険
を
通

じ
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
構
築

と
、
職
員
の
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ

く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
と

ご
尽
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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「お客さんに新米を喜んでもらえるのがうれしい」
と西脇夫妻
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険

保

入

収

入
っ
て

    
安
心
！

養
老
町
竜
泉
寺
　

養
老
町
竜
泉
寺
　
株
式
会
社
　

株
式
会
社
　
T
K
E

T
K
E
・
に
し
み
の

・
に
し
み
の

法
人
化
で
規
模
拡
大

法
人
化
で
規
模
拡
大

　
2
0
1
7
年
に
法
人
化
し
た
当
初

は
2
㌶
だ
っ
た
水
田
は
、
集
約
化
が

進
み
現
在
は
5
倍
の
10
㌶
と
な
り
、

順
調
に
規
模
拡
大
し
て
い
ま
す
。
自

慢
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
ハ
ブ
タ
エ
モ
チ

は
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
近
隣
市
町
か

ら
買
い
求
め
る
人
が
来
る
ほ
ど
盛
況

で
す
。

収
入
保
険
で
リ
ス
ク
低
減

収
入
保
険
で
リ
ス
ク
低
減

　

数
年
前
か
ら
高
温
障
害
や
日
照
不

足
な
ど
で
米
の
品
質
低
下
に
悩
ん
で

い
ま
し
た
。「
異
常
気
象
の
年
が
多

く
、
農
作
物
の
生
育
が
不
安
」と
19
年

の
制
度
開
始
時
か
ら
収
入
保
険
に
加

入
し
、リ
ス
ク
に
備
え
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
米
価
下
落
と
シ
カ
や
サ
ル

に
よ
る
食
害
、
長
雨
に
よ
る
湿
潤
害

と
思
い
が
け
な
い
事
態
で
収
入
が
減

少
し
ま
し
た
。「
運
転
資
金
に
間
に
合

う
よ
う
に
保
険
金
が
支
払
わ
れ
、
事

業
を
継
続
で
き
て
助
か
り
ま
し
た
」と

話
し
ま
す
。

　
収
入
保
険
に
対
し
て
は「
農
業
が
持

続
・
発
展
す
る
た
め
に
は
必
要
な
制

度
。
農
業
経
営
が
安
定
す
る
よ
う
、

よ
り
良
い
制
度
を
目
指
し
て
欲
し
い

で
す
」と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　
「
今
年
は
無
事
に
収
穫
で
き
そ
う
」

と
喜
び
を
か
み
し
め
る
の
は
、
養
老

町
竜
泉
寺
の「
株
式
会
社
T
K
E
・
に

し
み
の
」代
表
の
西
脇
き
よ
子
さ
ん

（
68
）と
夫
の
敏
郎
さ
ん（
71
）。
水
稲

10
㌶
、
キ
ャ
ベ
ツ
30
㌃
を
主
に
二
人

で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

始
め
よ
う
！

青 

色 

申 

告

Q�　

収
入
保
険
に
加
入
し
た
い
の

で
す
が
、
加
入
条
件
は
？

A�　

加
入
申
請
時
に
1
年
分
以
上

青
色
申
告
実
績
が
必
要
で
す
。

Q�　

青
色
申
告
に
し
て
、
い
い
こ

と
あ
る
の
？

A�　

メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
の
一
例
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

・�

最
高
で
65
万
円
の
特
別
控
除
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

・�

損
失
額（
赤
字
）の
繰
り
越
し
や

繰
り
戻
し
が
で
き
ま
す
。

・�

専
従
者
の
給
与
額
を
必
要
経
費

に
算
入
で
き
ま
す
。

・
収
入
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

Q�　

現
在
青
色
申
告
を
行
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
か
ら
で
も
間
に

合
う
の
？

A�　

令
和
5
年
分
の
申
告
を
行
う

た
め
に
は
令
和
5
年
3
月
15
日

ま
で
に
所
轄
の
税
務
署
に「
青
色

申
告
承
認
申
請
書
」を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
最
短
で
令
和
7
年

の
収
入
保
険
に
加
入
が
で
き
ま

す
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
税
務
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ノ
ー
サ
イ
く
ん
の

実
に
な
る
話 

〜
農
業
の
未
来
〜

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

地
球
規
模
の
気
候
変
動
、
担
い

手
の
高
齢
化
、
労
働
人
口
の
減

少
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

未
来
を
支
え
る

農
業
・
農
村
づ
く
り

　
岐
阜
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

は
、
担
い
手
づ
く
り
や
農
業
経

営
の
安
定
化
、
競
争
力
の
あ
る

産
地
づ
く
り
な
ど
の
生
産
現
場

の
課
題
、
人
口
減
少
や
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
地
球
温
暖
化

の
進
行
な
ど
の
環
境
変
化
に
対

応
し
た
研
究
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
同
時
に
、
保
有
す

る
技
術
情
報
を
活
か
し
た
農
業

者
、
産
地
へ
の
技
術
支
援
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

新
品
種
の
育
成

　
同
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ま
で
、

水
稲
で
は
「
ハ
ツ
シ
モ
岐
阜
Ｓ

　
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を

改
善
す
る
た
め
農
業
技
術
の
開

発
や
ス
マ
ー
ト
農
業
を
普
及
す

る
お
仕
事
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、農
業
の
未
来
を
考
え
ま
す
。

Ｌ
」、
カ
キ
は
「
ね
お
ス
イ
ー

ト
」、イ
チ
ゴ
は
「
濃
姫
」、「
美

濃
娘
」、「
華
か
が
り
」
な
ど
の

新
品
種
を
開
発
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
花
き
で
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
原
産
の
「
フ
ラ
ン
ネ

ル
フ
ラ
ワ
ー
」
の
鉢
花
用
品
種

の
育
成
に
、
世
界
で
初
め
て
成

功
し
ま
し
た
。

　
現
在
も
岐
阜
の
新
た
な
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
の
た
め
新
品
種
の

開
発
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

岐
阜
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

1 農薬散布ドローン　2 亜熱帯果樹のアボカド
3 水田の水管理システム　4 世界初鉢花用フランネルフラワー
5 無人草刈機　6 カキの省力化樹形の栽培技術開発

1

2

3

4

5

6

新品種開発には

10年以上
かかることも

あるんだって！
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気
候
変
動
適
応
品
種

　
気
候
変
動
に
適
応
し
た
水
稲

新
品
種
と
し
て
、「
清
流
の
め

ぐ
み
」
を
開
発
し
、
栽
培
技
術

の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
清
流
の
め
ぐ
み
」
は
夏
場

の
高
温
に
強
く
、
大
雨
、
台
風

な
ど
で
倒
伏
し
に
く
い
な
ど
の

特
長
が
あ
り
ま
す
。食
味
も「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
と
同
等
に
良
く
、

も
っ
ち
り
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。

　
ま
た
、
さ
ら
な
る
温
暖
化
を

見
据
え
、
ア
ボ
カ
ド
な
ど
の
亜

熱
帯
性
果
樹
の
栽
培
方
法
の
確

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
農
業

　
現
在
、
広
く
普
及
し
て
い
る

被
覆
肥
料
は
、
徐
々
に
肥
料
成

分
が
溶
け
出
す
（
緩
効
性
）
こ

と
か
ら
、
無
駄
が
少
な
く
、
施

肥
量
や
回
数
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
、
地
下
水
な
ど
の
水
域
へ

の
栄
養
分
の
流
出
な
ど
も
抑
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
被
膜
殻
が
ほ
場
か
ら

海
洋
に
流
出
す
る
こ
と
に
よ
る

環
境
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
用
い
な
い
緩
効
性

肥
料
の
検
討
を
行
い
、
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
の
研
究
を
し
て

い
ま
す
。

新品種「清流のめぐみ」。コシヒカリと比較すると耐倒伏性、高温登熟性が優り縞葉枯病抵抗性がある。
コシヒカリ並みに良食味。

農業を未来へ

つなぐ素敵な

お仕事だね！
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ス
マ
ー
ト
農
業

情
報
発
信
拠
点

　
岐
阜
県
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進

セ
ン
タ
ー
は
、I
C
T
や
A
I
、

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
な
ど
の
先
端
技

術
を
活
用
し
て
経
営
規
模
の
拡

大
や
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る

ス
マ
ー
ト
農
業
の
情
報
発
信
拠

点
と
し
て
、
2
0
2
0
年
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
最
新
の

ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
等
を
実
際

に
見
て
、体
験
し
て
、学
ん
で
、

便
利
さ
を
実
現
す
る
施
設
で
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
農
業
の
目

指
す
姿
と
し
て
次
の
3
つ
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

①�

少
な
い
人
材
で
の
経
営
規
模

拡
大
の
実
現

②�

経
験
年
数
等
に
関
わ
ら
ず
誰

も
が
取
り
組
み
や
す
い
農
業

の
実
現

③�

単
収
の
向
上
、
高
品
質
生
産

及
び
付
加
価
値
向
上
の
実
現

　
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、

情
報
発
信
や
技
術
研
修
な
ど
を

通
し
て
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

を
行
っ
て
い
ま
す
。

農薬散布ドローンはあらかじめプログラムされたルートで散布します。
作業効率は通常散布の約3倍（条件により異なります）。

手元のリモコンでドローンが撮影する
映像を視認できる。

※ICT：Information and Communication Technologyの略で、情報通信技術のこと

岐
阜
県
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
セ
ン
タ
ー

6



ス
マ
ー
ト
農
業
の
先
に

　

ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
化
や
自
動
化
な
ど
の
先

端
技
術
を
活
用
し
、
生
産
現
場

で
の
労
働
力
不
足
の
解
消
や
省

力
化
、
負
担
軽
減
な
ど
を
図
る

技
術
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
や
自
動

化
だ
け
で
な
く
、
長
年
の
経
験

に
頼
る
作
業
や
営
農
に
関
す
る

情
報
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し

蓄
積
・
共
有
す
る
こ
と
で
、
新

規
就
農
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
高

度
な
農
業
経
営
が
可
能
に
な
る

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
農
業

デ
ー
タ
は
、
企
業
や
生
産
者
そ

れ
ぞ
れ
が
管
理
し
て
い
る
た

め
、
デ
ー
タ
の
活
用
が
課
題
で

し
た
。そ
こ
で
、国
は
農
業
デ
ー

タ
連
携
基
盤
（
W
A
G
R
I
）

を
開
発
し
、
農
業
デ
ー
タ
の
連

携
、
共
有
、
提
供
が
で
き
る
環

境
を
構
築
し
ま
し
た
。

　
W
A
G
R
I
で
気
象
デ
ー
タ

や
農
地
デ
ー
タ
、
農
業
デ
ー
タ

な
ど
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
担
い
手
が
デ
ー
タ
を
使
っ

て
生
産
性
向
上
や
戦
略
的
な
経

営
判
断
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ー

ド
チ
ェ
ー
ン
と
い
う
生
産
・
流

通
・
販
売
の
ス
マ
ー
ト
化
を
行

い
、
食
料
の
安
定
供
給
や
フ
ー

ド
ロ
ス
の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

農
業
の
未
来

　
日
本
農
業
は
、
前
述
し
た
よ

う
に
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
今
回
ご
紹
介
し
た
農
業

技
術
や
ス
マ
ー
ト
技
術
が
こ
れ

ら
の
問
題
を
解
決
し
、
農
業
分

野
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
を
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指

し
て
農
業
の
未
来
は
無
限
の
可

能
性
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
を
体
験

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岐
阜
の
職

員
が
同
セ
ン
タ
ー
で
セ
ン

シ
ン
グ
ド
ロ
ー
ン
や
施
肥

調
整
田
植
機
、
無
人
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
様
々
な
機
器

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
を
体

験
し
た
職
員
は
「
長
時
間

同
じ
姿
勢
で
も
つ
ら
く
な

い
！
」
と
感
動
の
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。

上腕を支えるアシストスーツを
装着した職員

アシストスーツで負担軽減自動運転トラクターは
初心者でもまっすぐ作業

スマート農業で
農業の未来が

無限に広がるね！

つらい腕上げ
作業も余裕！

何もしなくても
まっすぐ走る！

重い荷物も
ラクラク♪
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「
焼
き
芋
は
今
が
一
番

美
味
し
い
時
期
な
の
で
、

色
と
り
ど
り
の
焼
き
芋
を

ぜ
ひ
食
べ
に
来
て
ほ
し
い

で
す
」
と
話
す
の
は
、
焼

き
芋
屋
さ
ん
「
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｅ

ｔ
ｏ
ｍ
ｍ
ｙ
ポ
テ
ト
ミ
ー
」

の
後
藤
直
樹
さ
ん
。

　
芋
専
門
農
家
と
し
て
就

農
3
年
目
、
50
㌃
に
紫
や

黄
、
オ
レ
ン
ジ
な
ど
の
カ

ラ
フ
ル
な
サ
ツ
マ
イ
モ
12

品
種
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
8
品

種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
で
栽
培
方
法
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
品
種

が
多
く
、「
独
自
に
ト
ラ

イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰
り

返
し
て
栽
培
を
確
立
し
て

い
る
途
中
で
す
」
と
後
藤

さ
ん
は
話
し
ま
す
。
青
果

　
羽
島
市
で
最
先
端
農
業

に
取
り
組
む
の
は
、（
株
）

ヤ
マ
ダ
製
作
所
の
農
業
部

門
「
深
耕
フ
ァ
ー
ム
」
代

表
山
田
和
也
さ
ん
。

　
I
C
T
を
始
め
、ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
農
薬
散
布
や
自

動
水
位
管
理
設
備
を
導
入

す
る
傍
ら
、
J
G
A
P
や

有
機
J
A
S
認
証
も
取
得

し
従
来
栽
培
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
令
和
3
年
に
は
収
穫
し

た
米
を
パ
ッ
ク
ご
飯
に

し
、
災
害
時
羽
島
市
に
無

償
提
供
す
る
協
定
を
締

結
。
使
用
し
な
か
っ
た

パ
ッ
ク
ご
飯
は
子
ど
も
食

堂
に
寄
付
す
る
な
ど
、
地

元
に
貢
献
で
き
る
農
業
を

の
ネ
ッ
ト
販
売
も
し
て
い

ま
す
が
、「
焼
き
芋
屋
さ

ん
を
通
し
て
、
土
作
り
か

ら
お
客
さ
ん
の
口
に
入
る

ま
で
に
責
任
を
持
ち
た

い
」
と
対
面
販
売
へ
の
強

い
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
珍
し
い
カ
ラ
フ
ル
な
焼

き
芋
屋
さ
ん
は
、
恵
那
市

岩
村
町
の
小
木
曽
農
機
具

店
の
前
や
色
々
な
イ
ベ
ン

ト
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

「
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
ｔ
ｏ
ｍ
ｍ
ｙ
」

の
の
ぼ
り
が
目
印
で
す
。

行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
4
年
8
月
に
は
、

構
想
2
年
を
経
て
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
を
新
築
。
水
害

の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
設

備
は
全
て
2
階
に
設
置
す

る
と
い
う
発
想
の
転
換
は

周
り
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

設
備
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
設

計
に
も
力
を
入
れ
、
近
隣

住
民
の
苦
情
に
も
対
応
出

来
る
細
心
の
配
慮
が
施
さ

れ
た
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
メ
ー
カ
ー
の
モ
デ
ル

施
設
と
し
て
既
に
各
所
か

ら
視
察
の
依
頼
も
あ
る
と

言
い
ま
す
。

　
「
地
元
フ
ァ
ー
ス
ト
の

思
想
が
深
耕
フ
ァ
ー
ム
の

ポ
リ
シ
ー
。
今
後
は
面
積

拡
張
よ
り
中
味
の
充
実
に

目
を
向
け
た
い
で
す
」
と

話
す
山
田
さ
ん
で
す
。

　カラフル焼き芋　紫・黄・オレンジ
見て楽しい食べて美味しい　

　最先端技術を活かし
　　　地元に貢献する農業を実現

■POTEtommy（恵那市岩村町）
　サツマイモ・ジャガイモ50a

■深
しん

耕
こう

ファーム（羽島市上中地区）
　水稲70ha・大麦10ha・ブロッコリー4ha

後
ご

藤
と う

直
な お

樹
き

さん（43）

山
や ま

田
だ

 和
か ず

也
や

さん（24）

お父ちゃんの焼き芋が一番おいしい！

左から大
たい

喜
き

くん（5歳）、大
だい

吉
きち

くん（9歳）

大
ひろ

嘉
よし

くん（2歳）

深耕ファームが生産・販売する
「岐阜県産はつしも」

「おいしいと感じた品種や珍しい品種に
　こだわっています」と後藤さん

「地元に還元できる会社であり続けたい。
　地元あっての僕らです」と話す山田さん

←出店情報
　はこちら

元気をお届けします！

ポ　テ　ト　ミ　ー
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「
色
々
な
方
の
助
け
の

お
か
げ
で
楽
し
く
営
農
で

き
て
い
ま
す
」
と
話
す
の

は
、
飛
騨
市
古
川
町
で
け

さ
ま
る
り
ん
ご
園
を
経
営

す
る
野
中
誠
さ
ん
、
早
織

さ
ん
夫
妻
。
り
ん
ご
の
栽

培
の
ほ
か
、
り
ん
ご
あ
め

の
加
工
や
り
ん
ご
酢
の
販

売
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
け
さ
ま
る
り
ん
ご
園
は

45
年
ほ
ど
前
に
古
川
町
袈

裟
丸
地
区
の
有
志
が
設
立

し
た
農
園
で
、
野
中
さ
ん

夫
妻
が
４
代
目
の
管
理
者

で
す
。

「
先
代
の
管
理
者
が
高
齢

に
な
り
、『
や
っ
て
み
な

い
か
』
と
声
を
か
け
ら
れ

　
養
老
町
と
海
津
市
の
水

田
約
80
㌶
で
米
を
中
心
に

作
付
け
す
る
株
式
会
社
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
代
表
取
締

役
の
安
部
道
洋
さ
ん
は
、

今
注
目
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ト

プ
ロ
テ
イ
ン
を
含
む
機
能

性
成
分
米
「
L
G
C
ソ
フ

ト
」
の
生
産
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
プ
ロ
テ

イ
ン
と
は
、
食
物
繊
維
の

よ
う
に
体
内
で
消
化
、
吸

収
さ
れ
に
く
い
と
い
わ
れ

て
い
る
タ
ン
パ
ク
質
で
、

健
康
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
以
前
は
他
の
品
種
を
中

た
」
と
誠
さ
ん
。

　
果
樹
栽
培
は
ま
っ
た
く

の
未
経
験
で
、
先
代
の
管

理
者
や
近
隣
の
果
樹
農
家

な
ど
に
指
導
を
受
け
た
と

い
い
ま
す
。

　
「
最
近
は
イ
ベ
ン
ト
会

場
や
道
の
駅
で
販
売
し
て

い
る
り
ん
ご
あ
め
が
人
気

で
、
手
作
業
で
生
産
が
追

い
付
か
な
い
こ
と
も
あ
る

た
め
知
人
に
助
け
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
」
と
早
織

さ
ん
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
若
者
に

も
評
判
と
な
り
、
県
外
か

ら
買
い
求
め
に
訪
れ
る
人

も
多
い
そ
う
で
す
。

心
に
栽
培
し
て
い
ま
し
た

が
、
甘
酒
の
原
料
米
を
生

産
す
る
農
家
を
探
し
て
い

た「
こ
う
じ
や
里
村
」（
大

野
町
）
さ
ん
か
ら
の
作
付

依
頼
が
き
っ
か
け
で
、
付

加
価
値
の
高
い
甘
酒
開
発

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
「
お
客

様
に
よ
り
安
心
し
て
購
入

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

有
機
肥
料
を
使
用
す
る
と

と
も
に
、
食
味
値
を
上
げ

て
収
量
を
増
や
し
て
い
き

た
い
。
ス
マ
ー
ト
農
業
化

を
進
め
、
作
業
効
率
を
上

げ
て
経
営
規
模
も
拡
大
し

た
い
」
と
意
気
込
み
を
話

す
安
部
さ
ん
で
す
。

代々受け継がれてきた自慢のりんご園

体に優しい甘酒を支える
機能性成分米の生産

■けさまるりんご園（飛騨市古川町）
　りんご120a

■株式会社グリーンランド
　（養老町釜段）  水稲80ha 安

あ ん

部
べ

 道
み ち

洋
ひ ろ

さん（43）

野
の

中
な か

誠
まこと

さん（58）   早
さ

織
お り

さん（51）

「ぜっぴんりんごあめ」は農園の直売所や
古川町内の道の駅で購入できます

グリーンランドの機能性成分米で作った甘酒

「りんごあめの販売時には直売所に行列が
　できることもあります」と野中さん夫妻

↑
けさまる

りんご園の
インスタグラム

地域の農業の笑顔と

「安全安心な商品をお届けすることでお客様に健康になって
　もらいたい」と話す安部さん
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園
芸
施
設
共
済

　

昨
年
度
は
、
断
続
的
な
降
雪
に
よ
る
雪
害
が
発
生
し
、
ハ

ウ
ス
48
棟
に
対
し
、
4
8
7
万
円
の
園
芸
施
設
共
済
金
を
お

支
払
い
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
冬
は
、ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
が
続
く
可
能
性
が
高
く
、

大
雪
に
警
戒
が
必
要
で
す
。
除
雪
作
業
を
こ
ま
め
に
行
い
ま

し
ょ
う
。補

強
用
の
支
柱
を
設
置
し
、
ハ
ウ
ス
を
補
強
す
る
。

支
柱
は
、
直
管
、
丸
太
等
を
三
メ
ー
ト
ル
程
度
の
間

隔
で
取
り
付
け
る
。
雪
の
重
み
で
支
柱
が
土
中
に
め
り
込
ま

な
い
よ
う
、
支
柱
の
下
に
土
台
を
設
置
す
る
。

風
向
き
等
に
よ
り
屋
根
の
片
側
だ
け
に
偏
っ
て
積
雪

が
あ
る
場
合
は
、
パ
イ
プ
に
予
想
外
の
大
き
い
力
が

加
わ
り
、ハ
ウ
ス
倒
壊
の
危
険
が
生
ず
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

速
や
か
に
除
雪
す
る
。

①�

パ
イ
プ
交
差
部
に
積
も
っ
た
雪
が
屋
根
一
面
に
積
雪
し
、

ハ
ウ
ス
が
破
損
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
時
々
雪
を
落
と

し
て
お
く
。

②�

肩
部
の
パ
イ
プ
等
が
雪
に
埋
設
し
た
ま
ま
放
置
す
る
と
沈

降
圧
に
よ
り
変
形
、
破
損
す
る
原
因
と
な
る
の
で
、
早
め

に
掘
り
出
し
て
お
く
。
ま
た
は
、肩
部
の
雪
を
踏
み
固
め
、

沈
降
圧
に
よ
る
変
形
を
防
ぐ
（
図
）。

【 

ビ
ニ
ー
ル
を
除
去
し
た
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
除
雪 

】

今
年
の
冬
は
大
雪
に
警
戒

事前の
対策

降雪時の
対策除雪

　最近は温暖化のため台風
が大型化しており、ビニー
ルやパイプの被害が心配で
す。また、高山市は豪雪地
帯で、ハウスに被覆をして

いない冬場でも大雪のためにパイプが破損すること
があります。以前と違って雨よけハウスも通年加入
となり、冬場の被害も補償してもらえるため、万が
一に備えて園芸施設共済に加入しています。

　被災時のリスクに備え、
以前から継続加入していま
す。作物部会での集団加入
を勧められ、部会員の8割を超える会員が加入する
ことになり、掛金の割引が適用されました。

　近年は、いつどこでどんな災害が起こるかわ
かりません。今後の経営を守る為にも園芸施設
共済、収入保険に加入し、もしもの時に備えて
おくことが重要だと改めて感じています。

　幼いころに見ていた祖父
のトマト栽培に興味があ
り、3年前に就農しました。

　地域の生産者などからの紹介で、就農1年目から
園芸施設共済に加入しています。
　トマト生産組合として集団で加入し、掛金と賦課
金が割引になり、ありがたいです。
　突風や台風は心配ですが、共済に加入し安心して
農業ができるので、今後は規模拡大を考えています。

高山市

木下 明大さん（38）

トマト
（ビニールハウス50棟）

揖斐川町

大野 泰弘さん（41）

イチゴ
（ビニールハウス9棟）

図　堆積した雪の圧力
　　「渡辺パイプ　ハウス丸わかり教本」より

中津川市

西尾 祐哉さん（33）

夏秋トマト
（ビニールハウス11棟）

加入者の

声

除雪作業は危険が伴います。
危険な場合は、
ハウス内に入らないようにしましょう！
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水  
稲  

共  

済

　全相殺方式に加入できる方は、米の全量をJA等の乾燥調製施設に搬入している方が対
象でしたが、今後は確定申告書類（白色）でも加入ができることとなりました。
　加入するためには、過去の確定申告書類（白色）と米の収穫量が記載された帳簿等の提
出が必要となります。詳しくは、組合までお問い合わせください。

ご加入の引受方式によって共済金の支払時期が異なります。

●全ての方式について、損害評価会の承認と農林水産省の評価高認定を経ることとなります。
●被害申告をいただいた方へは、共済金のお支払いに関する通知書を送付します。

　『白色申告関係書類』による全相殺方式の加入について

　水稲共済金の支払時期について

引受方式 支払時期 共済金の算定

地域インデックス方式 3月下旬 市町村別の統計単収が公表されたのち共済金
を算定します。

全相殺方式 3月下旬 JA等の乾燥調製施設から計量結果が得られた
のち共済金を算定します。

半相殺方式 12月下旬 被害申告のあった耕地を検見又は実測し、見
込単収を算出し共済金をお支払いします。

NOSAI岐阜では、私たちと一緒に働く仲
間を募集しています。

　今年は総代の3年任期満了に伴い、改選
が行われます。総代は、定数に基づき各地
域から選出いただきます。適切な人選にご
協力ください。
　任期は、令和5年4月30日から令和8年4
月29日の3年間です。
　詳しい選挙日程等は、決定次第、ホーム
ページに掲載いたします。

1.職　　種	 総合職

2.採用人数	 若干名

3.業務内容	 農業保険法に基づく業務
（農業共済事業及び収入保険事業）

4.応募条件
　 ① 平成6年4月2日以降に生まれた方で、
　　  高校卒業以上の学歴を有する者
　 ② 普通自動車運転免許を取得している者
　　  （取得見込者を含む）

5.勤 務 地	 本所及び各支所

6.申込書類	 履歴書及び自己紹介書、
	 卒業証明書
7.申込方法	 申込書類を持参または郵送
	 （随時受付けます）

※勤務条件等の詳細については、
　ホームページをご覧ください。

総代とは？
○�組合員の代表として総代会に出席し、組合の
意思を決定します。
○�立候補または推薦された組合員が選挙によっ
て選出されます。定員は、地域ごとに選出さ
れた40名です。

総代会とは？
○�定款・事業規程の変更、決算関係、事業計画、
役員選任など組合運営に関する重要事項を審
議・決定する組合の意思決定機関です。

職員募集のご案内職員募集のご案内 総代選挙のご案内総代選挙のご案内
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【口座振替のお願い】
　NOSAIでは現金取り扱いにかかる事故を未然に防止するため、共済掛金等の
「口座振替」をすすめています。つきましては、NOSAI事業の適切な運営のため、
「口座振替」への移行にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　手続き等につきましては、お近くのNOSAIへご連絡ください。

岐阜県加茂郡東白川村　肥育牛約100頭

安江　元
げん

希
き

さん（26）、萌
もえ

さん（26）夫妻と琉
る

華
か

ちゃん（1）

　
今
年
の
干
支
の
う
さ
ぎ
の
ヘ

ア
ー
バ
ン
ド
を
し
た
琉
華
ち
ゃ

ん
。「
昨
年
10
月
頃
か
ら
つ
か
ま

り
立
ち
を
し
て
目
が
離
せ
な
く

な
り
ま
し
た
。
お
し
ゃ
べ
り
も

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

ほ
ほ
笑
む
お
母
さ
ん
の
萌
さ
ん
。

　
「
繁
殖
雌
牛
を
1
頭
飼
育
し

て
か
ら
昨
年
の
9
月
に
、
初
め

て
仔
牛
が
産
ま
れ
ま
し
た
。
予

定
日
に
産
ま
れ
な
か
っ
た
り
、

仔
牛
の
世
話
で
仕
事
量
は
増
え

ま
し
た
が
、
楽
し
い
で
す
」
と

お
父
さ
ん
の
元
希
さ
ん
。

　
元
希
さ
ん
は
、
肥
育
牛
の
飼

育
を
始
め
て
3
年
目
。
農
業
高

校
で
勉
強
し
て
い
た
頃
か
ら
畜

産
農
家
に
な
る
こ
と
が
夢
で
、

一
度
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
一
念
発
起
し
て
就
農
し

ま
し
た
。
牛
に
ス
ト
レ
ス
が
か

か
ら
な
い
よ
う
、
牛
舎
に
は
東

濃
檜
の
お
が
粉
を
敷
い
て
い
ま

す
。
牛
舎
の
香
り
も
よ
く
、
牛

が
大
き
く
育
っ
て
い
ま
す
。「
一

年
半
か
け
て
育
て
た
牛
が
初
め

て
出
荷
さ
れ
た
時
は
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
将
来
の
夢
は
、
繁
殖

か
ら
肥
育
ま
で
一
貫
し
て
行
う

一
貫
経
営
で
す
」
と
話
す
元
希

さ
ん
。
ま
た
、「
新
規
就
農
で
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
な
か
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た

だ
き
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

安江元希さん家族

前回の答えは、③65万円でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

令和5年2月28日
（当日消印有効）締

切

応
募
方
法

63
5 0 1 6 1 3 2 ● 答え　○番

● 住所

● 氏名

● 電話番号

● 広報紙の感想

岐阜市次木３４８－１

ＮＯＳＡＩ岐阜　行

※応募はがきにご記入いただいた個人情報は、商品の発送以外には使用いたしません。
　なお、当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。 ノーサイくん

たくさんの
ご応募お待ち
しております！

Q ＮＯＳＡＩプレゼントクイズ
岐阜県が開発した
水稲の新品種は何でしょう？

20名様

5ページを見てみようヒント

1 清流のひかり
2 清流のめぐみ
3 清流の国

下
記
の
応
募
方
法
に
よ
り
、

締
切
に
注
意
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

クイズ正解者の中から抽選で
（株）グリーンランドのお米
「金のいぶき」と「LGCソフト」

をプレゼント！


